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平成28年２月26日

静 岡 県

少子化突破戦略事業成果報告
市町別の地域分析から見えてきた出生率への影響要因

ふ じ の く に

静岡県と市町の輝く 未来のために
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Ⅰ 事業実施の背景・目的
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背 景

目 的

●静岡県は、東西に長く、地域によっ
て産業構造や立地条件に違いがある

●市町別合計特殊出生率は、同じ地域
内で高い市町と低い市町が混在して
おり、ばらつきが見られる

◆市区町別合計特殊出生率の分布（H20-24）

（資料）厚生労働省「平成20年～平成24年人口動態保健所・市区町村別統計」
（注釈）地域区分は「美しい“ふじのくに”まち・ひと・しごと創生総合戦略」の地域圏。

県が市町の協力を得て
出生率への影響要因を把握・分析

分析結果の「見える化」

独自の取組の加速化



市町との協力、有識者･大学生･子育て支援団体等の意見を取り入れて実施

Ⅱ 事業スキーム
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⑥ 県と市町における独自の取組の加速化
（H28年度～）
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⑥ 県と市町における独自の取組の加速化
（H28年度～）

① アドバイザー（有識者）との意見交換会

② 少子化対策ﾕｰｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進事業(H26)で
出生率調査を行った学生からのヒア

③ 市町ﾋｱ・子育て支援団体とのﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
母子保健関係者による検討会

④ 統計データの整理、要因分析
「見える化」ツールの作成

⑤ シンポジウムの開催

⑥ 県と市町における独自の取組の加速化（H28年度～）

意見交換

⑤ ふじのくに少子化突破戦略シンポジウムの開催 2/12開催
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Ⅲ 分析の全体像
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30本の指標を３段階で分析し、合計特殊出生率との関係性を探り出す

社会経済的・施策指標（30本） 地域力 中間要因 分析
対象

①地域の
働く力

②地域の
にぎわい力

③乳幼児
サポート力

④子育て
基盤力

⑤夫婦の
協働力

⑥家族・
地域の絆力

第３子以上
要因

第２子要因

第１子要因

夫婦の出生力要因
（有配偶出生率要因）

結婚要因
（有配偶率要因）

1.昼夜間人口比 2.正規従業員数割合 3.課税対象所得
4.完全失業率 5.くるみん認定企業割合

6.駅までの平均所要時間 7.大規模小売店舗数 8.コンビ
ニ店舗数 9.新設住宅着工戸数 10.公園面積 11.小学
校平均児童数 12.身近にいる子ども数 13.分娩施設数

14.保健師数 15.地域子育て支援拠点利用回数
16.ふじさんっこ応援隊数 17.小児科等の病院･診療所数

18.市町児童福祉費（単独）歳出額 19.保育所等利用児
童割合 20.放課後児童クラブ登録児童割合 21.放課後
児童クラブ終了時刻18時超施設割合

22.通勤時間 23.女性労働力率 24.女性第３次産業従事
者割合 25.離婚率

26.持ち家世帯率 27.住宅延べ面積 28.三世代同居率
29.消防団団員数割合 30.刑法犯認知件数割合

主成分分析 重回帰分析 要因分解



Ⅳ 出生率が高い（低い）要因【中間要因】（要因分解の結果）
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要因が市町ごとに判明：「結婚要因の影響が大きい」
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第３子以上要因
第２子要因
第１子要因
結婚要因
県出生率との差

[ポイント]

■結婚要因の占める割合が多く、出生率の
地域差の多くが、結婚要因による影響。

■出生率が低い市町であっても、第１子～
第３子以上要因が低いとは限らない。

【グラフの見方】
・グラフの0.0は県出生率の水準
・上方はその分だけ出生率を押し上げている要因
・下方はその分だけ出生率を押し下げている要因

グラフから読み取れること



第３子以上要因
0.03以上
0.01～ 0.03未満

-0.01～ 0.01未満
-0.03～-0.01未満
-0.03未満

第２子要因
0.03以上
0.01～ 0.03未満

-0.01～ 0.01未満
-0.03～-0.01未満
-0.03未満

第１子要因
0.03以上
0.01～ 0.03未満

-0.01～ 0.01未満
-0.03～-0.01未満
-0.03未満

結婚要因
0.2以上
0.1～ 0.2未満

-0.1～ 0.1未満
-0.2～-0.1未満
-0.2未満

Ⅴ 出生率が高い（低い）要因【中間要因】地理的分布
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結婚要因～第３子以上要因の地理的分布は、全く異なる傾向を示している

■第１子要因
都市部で高く、山間
部と伊豆半島地域で
低い。

■結婚要因
広域的な傾向は見ら
れず、市町によって
ばらつきがある。

■第２子要因
静岡市以西で高く、
静岡市以東で低い。

■第３子以上要因
山間部と伊豆半島地
域で高く、都市部で
低い。

結婚要因 第１子要因

第２子要因 第３子以上要因



⑥家族・地域の絆力
6.5以上
5.5～6.5未満
4.5～5.5未満
3.5～4.5未満
3.5未満

⑤夫婦の協働力
6.5以上
5.5～6.5未満
4.5～5.5未満
3.5～4.5未満
3.5未満

④子育て基盤力
6.5以上
5.5～6.5未満
4.5～5.5未満
3.5～4.5未満
3.5未満

③乳幼児サポート力
6.5以上
5.5～6.5未満
4.5～5.5未満
3.5～4.5未満
3.5未満

②地域のにぎわい力
6.5以上
5.5～6.5未満
4.5～5.5未満
3.5～4.5未満
3.5未満

①地域の働く力
6.5以上
5.5～6.5未満
4.5～5.5未満
3.5～4.5未満
3.5未満

Ⅵ 地域力の地理的分布（主成分分析の結果）
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「①地域の働く力・②地域のにぎわい力」と
「③乳幼児サポート力・⑤夫婦の協働力・⑥家族・地域の絆力」の分布は逆の傾向

■東海道沿線の都市部で高い ■東海道沿線の都市部で高い ■伊豆半島･山間部･御前崎周辺で高い

■東部･伊豆半島地域で高低差がある ■伊豆半島･山間部･御前崎周辺で高い ■伊豆半島･山間部で高い

④子育て基盤力 ⑤夫婦の協働力

②地域のにぎわい力①地域の働く力 ③乳幼児サポート力

⑥家族・地域の絆力



Ⅶ 中間要因（結婚要因～第３子以上要因）と地域力との関係性
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結婚～第１子は雇用関係や地域の魅力、第３子以上は家族や地域の関係性が影響

結
婚
要
因

夫
婦
の
出
生
力
要
因

第
１
子
要
因

第
２
子
要
因

第
３
子
以
上
要
因

①地域の
働く力 ○ ○ ○

②地域の
にぎわい力 ○ ○ ○
③乳幼児

サポート力 ○ ○
④子育て
基盤力 ○

⑤夫婦の
協働力 ○

⑥家族・
地域の絆力 ○ ○

◆分析結果（重回帰分析） 分析結果から見えてきたこと

■結婚要因
■夫婦の出生力要因
■第１子要因

■第２子要因
■第３子以上要因

雇用環境、地域の魅力、乳幼児サ
ポートの状況が影響している

子育て基盤、夫婦・家族・地域の
関係性が影響している。



Ⅷ 分析結果の見える化
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全35市町の分析チャートを作成！ わかりやすく市町別の要因を記載

ふじのくに少子化突破戦略の羅針盤
合計特殊出生率「２」の達成に向けた基礎分析書

静岡県ホームページでPDF版を公開しています！

http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-130/toppa.html



Ⅸ 最後に
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ふじのくに少子化突破戦略の羅針盤を活用し、次のステップに「一歩前へ」

■｢ふじのくに少子化突破戦略
の羅針盤」を活用して、積極
的に独自の取組を加速する。

■県は、市町が施策を検討・実
施する上で必要なデータ等を
わかりやすく提供する。

■県は、少子化対策に資する広
域的な課題に積極的に対応し
ていく。

■県は大学生等に研究材料とし
ての積極的な活用を促す。

次のステップへ

静岡県 全35市町

県と市町が協力し、少子化突破に向けて加速化

少子化を突破！
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